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平素は格別のお引き⽴てを賜り、誠にありがとうございます。 

 このたび、2022 年度における当社事業概要を⽰すディスクロージャー誌を作成いたしました。 

本誌が当社のことをご理解いただく⼀助となりましたら幸いです。 

  当社は、⼀般社団法⼈全国不動産協会（略称︓ＴＲＡ）の全額出資により設⽴された『全⽇本不動産

協会グループ（以下︓全⽇グループ）』の少額短期保険業者です。2015 年 4 ⽉より賃貸住宅⼊居者総

合保険を、2017 年 3 ⽉よりテナント総合保険を取り扱っております。全⽇グループ会員の賃貸不動

産事業者を主な代理店として保険商品を提供しておりますので、益々のご愛顧をよろしくお願い申し

上げます。 

 

 
 
 
 
 当社は、賃貸住宅及びテナント⼊居者の皆様に安⼼して当社の保険商品をご利⽤いただけますよう、 

以下の経営理念に即して、万全の態勢で事業に取り組んでおります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

はじめに 

経営理念 

１.全てのお客様に公平に対応し、顧客満⾜を得られるよう努めます。 

２.公正・誠実な事業運営を⾏い地域と社会の発展に貢献します。 

３.法令遵守を徹底し、何よりも最優先します。 

４.お客様ニーズを的確に把握し、最適な商品・サービスの提供に努めます。    

５.迅速かつ適切な損害事故対応により確かな安⼼をお届けします。 

６.当社代理店と信頼し合えるパートナーシップの維持に努めます。 
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Ⅰ．概況及び組織に関する事項                      
 
 
 

■ 会社名       全⽇ラビー少額短期保険株式会社 
■ 設⽴        2014 年 4 ⽉ 1 ⽇（2015 年 4 ⽉営業開始） 
■ 事業⽬的      少額短期保険業 
■ 本社所在地     東京都千代⽥区平河町⼀丁⽬ 8 番 13 号 全⽇東京会館 
■ 資本⾦       200,000,000 円 
■ 発⾏可能株式数   4,000 株 
■ 発⾏済株式数    2,000 株 
■ 株主数       1 名 

株主名 所有株式数 持株⽐率 
⼀般社団法⼈全国不動産協会※ 2,000 株 100％ 

   ※2018 年 10 ⽉に「⼀般社団法⼈東京都不動産協会」から名称変更 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2023 年 3 ⽉ 31 ⽇現在） 
役職及び担当 ⽒名 他の法⼈等の兼職 
代表取締役 ⾕  政憲  
取 締 役 秋⼭ 始 公益社団法⼈全⽇本不動産協会 理事⻑ 
取 締 役 堀⽥ 健⼆ 公益社団法⼈全⽇本不動産協会 副理事⻑ 
取 締 役 坊 雅勝 公益社団法⼈全⽇本不動産協会 副理事⻑ 
取 締 役 中村 裕昌 公益社団法⼈全⽇本不動産協会 専務理事 
取 締 役 ⽯川 康雄 公益社団法⼈全⽇本不動産協会 理事 
監 査 役 ⼯藤 康夫 ⼀般社団法⼈全国不動産協会 
監 査 役 清⽔ みどり  

 

１．会社の概要（2023 年 3 ⽉末） 

２．経営の組織 

３．役員 

 

内部監査

営業管理部経営管理部 業務管理部

株主総会
監 査 役

取締役会経営会議
コンプライアンス・リスク管理委員会

保険計理⼈
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Ⅱ．主要な業務の内容                          
 
 
 

■ 「賃貸住宅⼊居者⽤」と「テナント⼊居者⽤」の２つの少額短期保険商品をご⽤意しています。 
■ 万⼀の時のリスクをワイドな補償でカバーいたします。 
■ 事故発⽣時の受付は 24 時間 365 ⽇ 全国どこからでもフリーダイヤルで対応いたします。 
■ 緊急時にはお電話⼀本で 24 時間 365 ⽇ 駆けつける応急対応サービスを無償でご提供いたします。 

 
❶賃貸住宅⼊居者総合保険（全⽇ラビー住まいの保険） 

 
■ 賃貸住宅にお住まいの⽅の家財や賠償責任などを補償します。 

   ☞ 例１）⼊居者様の家財が借⽤⼾室の⽕災等の事故で被害にあった場合 
     ☞ 例２）⼊居者様が⼤家さんや第三者に対する賠償責任を負担した場合 など 
 
 
 

  

１．取扱商品とサービス 
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■ 賃貸住宅⼊居者総合保険（全⽇ラビー住まいの保険）補償内容 
【保険⾦の⽀払い対象となる事故の例】  
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■ 賃貸住宅⼊居者総合保険（全⽇ラビー住まいの保険）補償内容 
 【保険⾦のお⽀払いについて】※主な場合を記載しています。詳細は約款及び重要事項説明書をご覧ください。 
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❷テナント総合保険（全⽇ラビーテナント総合保険） 
 
■ テナント借⽤施設内の設備・什器や賠償責任などを補償します。 

☞例１）テナント⼊居者様の設備・什器が事故により被害にあった場合 
     ☞例２）テナント⼊居者様が借⽤施設の使⽤・管理に起因する賠償責任を負担した場合 など 
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■ テナント総合保険（全⽇ラビーテナント総合保険）補償内容 
 【保険⾦の⽀払い対象となる事故の例】 
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■ テナント総合保険（全⽇ラビーテナント総合保険）補償内容 
【保険⾦のお⽀払いについて】※主な場合を記載しています。詳細は約款及び重要事項説明書をご覧ください。 
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❸契約者向け付帯サービス（24 時間安⼼駆けつけサービス） 
 

■ 当社では、賃貸住宅総合保険及びテナント総合保険の契約者・⼊居者が、⽔まわり、⽞関カギ及び
窓ガラスに発⽣した各種トラブルに⾒舞われた際、無料で応急対応を受けられるサービスを提供し
ております。24 時間 365 ⽇、フリーダイヤルで最寄りの専⾨業者が駆けつけます。 
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Ⅲ．業務運営に関する事項                          
 
 
 

❶リスク管理⽅針 
  当社は以下のとおり⽅針を定め、リスク管理を徹底しております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❷リスク管理体制 
  当社のリスク管理体制は以下のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．リスク管理の態勢 

■ リスク管理の徹底 

  当社は、企業価値の向上を図るため、適時的確なリスク管理を⾏い、円滑な企業活動を阻害す
るリスクの排除と収益獲得のための過度なリスクテイクの抑制等を徹底し、経営の安全性を確
保するとともにお客様に対する業務品質の向上及び収益性向上を図ります。 

■ 経営幹部による積極関与  

  経営幹部は、⾃らがリスク管理に積極的に関与することを通じて、リスク管理重視・コンプラ
イアンス重視の企業⾵⼟を確⽴し、当社の社内各層全役職員への定着に努めます。 

■ 各業務プロセスにおけるリスクの発⾒ 

  当社は、リスクの発現を未然防⽌するため、各業務プロセスを定期的に点検してリスク発現に 
つながる事象を発⾒し、有効な対応策を検討します。 

■ 総合的リスク対策の実施 

  当社は、経営戦略の構築およびこれに即した重要な新規業務・新規施策の展開、新商品の開発 
  にあたり、その円滑な遂⾏を阻害するリスクや潜在するリスクの幅広い認知に努め、総合的な 

対応策を実施します。 
■ 実施状況の検証と取締役会への報告 

  リスク管理とリスク対策の実施状況は定期的にコンプライアンス・リスク管理委員会に報告し
ます。また、その適切性・有効性ならびにリスク管理⽅針・リスク管理規程の遵守状況を確
認・検証のうえで適切な改善指⽰を⾏い、取締役会に報告します。

【コンプライアンス・リスク管理委員会】 
■ リスク管理上の重要課題や個別重要戦略への取組状況とリスク改善状況等についての検証、 

および必要な対策の審議・改善指⽰等を⾏い、取締役会に報告します。 

コンプライアンス･リスク 

管理委員会 
取締役会 

経営管理部 

経営管理部 

経理担当･システム担当 

営業管理部 業務管理部 

リスク統括部⾨ 

リスク管理部⾨ 
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また、保険⾦⽀払⾯におけるリスク対策として、2017 年度より再保険契約を締結しております。 
取締役会において、当社が抱えているリスクと出再先の属性等を総合的に勘案の結果、出再先として
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社（保険財務⼒格付区分 S&P A+）を選択いたしました。 
本再保険により、⼤規模リスクが⽣じた場合においても、当社が引き受ける全てのリスクについて、
当社の約款に基づいた保険⾦を確実にお⽀払いすることが可能となっています。 
※再保険の種類︓⽐例再保険（保険⾦額の 90%）。 

 
 
 

❶コンプライアンス基本理念（⾏動原則） 
コンプライアンス遵守を全役職員の基本的な⾏動原則として以下のとおり定め、誠実かつ公正な 
業務の遂⾏に努めております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❷コンプライアンス管理体制 
  当社のコンプライアンス管理体制は以下のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 

  

【リスク統括部⾨】 
■ リスク管理上の課題を明確にし、統合リスク管理の運営に努めます。 

【リスク管理部⾨】 
■ 所管業務に関するリスク管理プロセスの開発・維持・改善を⾏うとともに、⾃らリスク管理を

⾏います。 

２．法令遵守の基本⽅針 

1. 法令・社会規範・社内規程の遵守 

■ 健全な保険事業発展に寄与することを⽬的として法令や社会のルールを遵守し、社会的規範・
社内規程に沿った⾏動を実践します。 

■ 代理店、募集⼈に対し法令遵守に重点を置き、指導を徹底し資質の向上に努めます。 

2. お客様満⾜の追求 

■ お客様⼀⼈ひとりの声を⼤切にし、公正・誠実で品質の⾼いサービスを提供します。 

3. 企業情報の開⽰ 

■ 透明性の⾼い企業活動を⽬指し、適切な企業情報の開⽰を⾏います。 

4. 反社会的勢⼒との関係遮断  

■ 社会の秩序と安全に脅威となる反社会的な勢⼒に対しては毅然とした態度で臨みます。 

 

取締役会

コンプライアンス・リスク
管理委員会

経営管理部 営業管理部 業務管理部

【コンプライアンス・リスク管理委員会】 
■ コンプライアンスプログラムを策定するとともに、推進状況のチェックを⾏います。 
■ コンプライアンスに関わる事件の検証及び再発防⽌策の審議を⾏います。 
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❸お客様本位の業務運営⽅針 
  当社は、以下のとおり「お客様本位の業務運営⽅針」を定めております。 
 
 

  

お客様本位の業務運営⽅針について 

 

運営⽅針１︓「お客様の声」を活かした経営 

 お客様から当社や代理店へ寄せられた「お客様の声」を真摯に受けとめ、迅速かつ的確に対応すると 
ともに、社内で共有し業務運営に反映させてまいります。 

  ＜主な取組＞ 

・代理店へ寄せられた「お客様の声」をもれなく確認する仕組みを構築し、連携を密にすることでより多くの
「お客様の声」をお聞かせいただけるよう努めております。 

・お客様から寄せられたご意⾒等は、担当部署のみならず全社員にて共有のうえ改善策を検討し、業務品質の 
向上に努めております。 

   ・「お客様の声対応⽅針」を定め、「お客様の声」を業務に活かすため経営会議において検証しております。 
 
 
運営⽅針２︓お客様のニーズに応える最適な商品・情報の提供 

 当社商品・サービス内容等の周知不⾜により、お客様が不利益を被ることがないよう、お客様の⽴場に
⽴ち、わかりやすい商品パンフレットや重要事項説明書を⽤いて情報提供を⾏ってまいります。 

 ＜主な取組＞ 
  ・情報提供の主体となる商品パンフレットや重要事項説明書等には、平易な⽂⾔を⽤いるほか、重要な事項の 

表記を強調する等お客様の理解をより⼀層深めるよう努めております。また商品プラン選択にあたり、 
世帯構成別の家財再調達価額について情報提供を⾏い、保険料過払の未然防⽌に努めております。 

・お客様に商品内容を⼗分ご理解いただく取組として、当社公式ホームページにて「商品パンフレット」を 
ご案内すると共に、ご契約者様専⽤サイト（＝マイページ）にていつでも「ご契約内容」「ご契約のしおり
（約款）」「各種変更の⼿続⽅法」が確認できる仕組みをご提供しております。 

    ・当社社員および代理店が商品・サービスを適切に提供するための「勧誘⽅針」を定めております。 
    ・商品⾯でも、転居に伴って新旧物件の賃貸契約が重複する場合に⼀定期間双⽅の物件における事故を補償す

る特約を開発し全ての有効契約に⾃動適⽤する等、お客様ニーズに応える取組に努めております。 
 
 

運営⽅針３︓ご契約後のアフターフォロー（契約更新のご案内） 

 更新のご案内を早期前広に⾏うことで、更新⼿続き失念による無保険期間を⽣じさせることがないよう、
お客様毎の契約管理を適切に⾏ってまいります。 

  ＜主な取り組み＞ 
   ・お客様に時間的余裕をお持ちいただくため、更新⼿続きのご案内は「更新⽉の３ヶ⽉前」に送付しております。 
 
 
運営⽅針４︓ 保険事故の受付および保険⾦のお⽀払い（損害サービス） 
 万⼀事故が起きた際に、いつでもお客様が相談できる体制を構築し、迅速な対応と保険⾦⽀払いを⾏い、

お客様が安⼼していただけるように努めてまいります。 
  ＜主な取り組み＞ 

  ・事故受付は 24 時間年中無休で⾏い、迅速な対応でお客様のご不安を早期に解消できるよう努めております。 
  ・当社公式ホームページおよびご契約者様専⽤サイト（＝マイページ）からも事故報告ができる態勢を整えて

おります。 
・事故連絡をいただいた際は、⽀払対象となる保険⾦やご請求⼿続等についてわかりやすいご説明に努めて

おります。 
・事故後の調査や保険⾦の算定は迅速かつ適切に⾏い、保険⾦のお⽀払い時は明瞭なご説明に努めております。 

 
 
運営⽅針５︓利益相反の適切な管理と保険募集管理態勢の構築 

当社が⾏う取引によりお客様の利益が不当に害されることのないよう、取引を適切に管理し利益相反の
おそれのある取引を適切に管理してまいります。 

＜主な取り組み＞ 
   ・利益相反のおそれがある契約を早期に発⾒し適切に対処するため、週次/⽉次の定期点検を実施しております。 
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❹お客様への販売・勧誘にあたって（勧誘⽅針） 

「⾦融サービスの提供に関する法律」に基づき、当社の勧誘⽅針を次のとおり定め、保険商品の適
正な販売活動に努めております。 
※「⾦融サービスの提供に関する法律」の概要については、⾦融庁のホームページをご覧ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❺苦情・ご相談について 
当社は、お客様からいただくご意⾒・ご相談等に真摯に対応いたしております。 
苦情・ご相談等につきましては下記の担当窓⼝までお気軽にお寄せください。 

 
 
 
 
 
 

 

なお、お客様の希望により、⼀般社団法⼈⽇本少額短期保険協会が運営する（指定紛争解決機関） 
「少額短期ほけん相談室」をご利⽤いただくことができます。 
 

 
 
 

 

■ ⾦融サービスの提供に関する法律・消費者契約法・個⼈情報の保護に関する法律及びその他各種
法令等を遵守し、適正な保険販売に努めます。 

■ 当社代理店に勧誘⽅針の理解と徹底を図るための指導・教育に努めます。 
■ 保険商品の内容及びご契約に関する重要事項については、重要事項説明書による説明を⾏い、

お客様が⼗分理解されたうえでご契約いただくよう努めます。また、販売形態に応じて適切な
説明に努めます。 

■ 保険の販売・勧誘にあたっては、お客様にご迷惑をおかけする時間帯や場所での勧誘はいたしま
せん。 

■ 保険事故が発⽣した場合は、迅速かつ適正な保険⾦の⽀払いに努めます。 
■ プライバシー保護の重要性を認識し、お客様の情報については、適切かつ厳正な管理に努めます。 
■ お客様からのお問い合わせには、迅速・適切・丁寧な対応に努めます。 
■ お客様のご意⾒等の収集に努め、今後の保険商品の改善や販売活動に反映いたします。 

全⽇ラビー少額短期保険株式会社 苦情・ご相談担当窓⼝  

  TEL︓03-3261-2201  

〒102-0093 東京都千代⽥区平河町⼀丁⽬ 8 番 13 号 全⽇東京会館 7F 
受付時間︓10:00 〜 17:00 
受 付 ⽇︓⽉曜⽇から⾦曜⽇（祝⽇および年末年始休業期間を除く） 

少額短期ほけん相談室（指定紛争解決機関）  
所在地︓〒104-0032 東京都中央区⼋丁堀三丁⽬ 12 番 8 号 HF ⼋丁堀ビルディング 2F 
TEL︓0120-82-1144 FAX︓03-3297-0755 
受付時間︓9:00 〜 12:00、13:00 〜 17:00 
受付⽇︓⽉曜⽇から⾦曜⽇（祝⽇および年末年始休業期間を除く） 

 
運営⽅針６︓お客様本位の業務運営を定着させるための取組み 

当社は、従業員および代理店に対する教育及び研修等を通じて本⽅針を浸透させ、定期的に取り組み
状況について確認を⾏うほか、社会情勢や経営環境等の変化を踏まえ、より良い業務運営を実現する
ため、本⽅針を定期的に⾒直してまいります。 

＜主な取り組み＞ 
  ・本⽅針は社員及び代理店への周知を徹底すると共に、毎年適切な⾒直しを⾏っております。 
 

                                        以上 
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❻個⼈情報の取り扱いについて（プライバシー・ポリシー） 
当社は事業活動を展開する中で、個⼈情報を⼤切に保護することが社会的使命と認識し、お客様の
権利･利益の保護を⽬的として、個⼈情報の取り扱いに関する⽅針を定めて公表しております。 
個⼈情報の保護に関する法律（個⼈情報保護法）その他の関連法令、⾏政⼿続きにおける特定の個
⼈を識別するための番号の利⽤等に関する法律及び、⾦融分野における個⼈情報保護に関するガイ
ドライン、その他のガイドラインを遵守して、個⼈情報保護規定を定め、個⼈情報を適正に取り扱
うとともに、安全管理について適切な措置を講じ、従業員の教育･指導を徹底し、個⼈情報の取り扱
いが適正に⾏われるように取り組んでおります。 
個⼈情報保護⽅針（プライバシーポリシー）の詳細は当社ホームページ（https://z-rabby.co.jp）
に掲載しております。 

 

 

❼反社会勢⼒に対する基本⽅針 
当社は、社会の秩序や安全に脅威を与える反社会勢⼒を排除していくことが社会的な課題であるこ
とを深く認識し、反社会勢⼒排除のための基本⽅針を以下のとおり定めております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

❽⽀払時情報交換制度について 
当社は、⼀般社団法⼈⽇本少額短期保険協会、他の少額短期保険業者及び特定の損害保険会社とと
もに保険⾦等のお⽀払いまたは、保険契約の解除、取消し、もしくは無効の判断の参考とすること
を⽬的として、保険契約に関する所定の情報を相互照会しております。 

※「⽀払時情報交換制度」に参加している各少額短期保険業者等の社名につきましては、⼀般社
団法⼈⽇本少額短期保険協会のホームページ（https://www.shougakutanki.jp/general/）
をご参照ください。 

 

 

❾保険（代理店）募集制度について 
当社の保険商品は、賃貸マンション･アパート、テナント施設等に⼊居しようとしている⽅や、既に
⼊居中の⽅を販売対象にしており、これらの賃貸⽤不動産の管理・仲介業者を代理店とする販売を
基本としています。当社では、これらの保険商品の販売に係る代理店による、法令などに基づいた
適正な保険募集活動を確保するため、以下の態勢を構築しております。 

 
【代理店登録・届出】 

保険募集を始めるには、当社の代理店として業務委託契約を締結のうえ財務局に登録する必要が
あります。そのためには前もって内閣総理⼤⾂へ募集を⾏うための資格試験（少額短期保険募集
⼈試験）に合格した保険募集⼈として届出を⾏い、登録されていなければなりません。 
 

■ 社会の秩序や安全に脅威を与える暴⼒団などの反社会的勢⼒とは、取引関係を含め⼀切の
関係を遮断します。 

■ 反社会的勢⼒による不当要求に備えて組織体制を整備するとともに、警察・弁護⼠等外部専⾨
機関と緊密な連携関係を構築します。 

■ 反社会的勢⼒による不当要求がなされた場合には、役職員の安全を最優先に確保するとともに、
組織として対応し、いかなる形態であっても反社会的勢⼒に対する資⾦提供や事実を隠蔽する
ための取引は⾏わず、⺠事と刑事の両⾯から法的対応を⾏います。 
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【代理店の主な業務】  

  当社を代理して⾏う保険契約の締結及びこれに付随する下記の業務となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

【代理店教育研修】 

 保険業務は公共性の⾼い⾦融商品を取り扱いますので、極めて慎重に⾏わなければならず、当社
の代理店については、法律や規則をしっかり守る⾼いモラル意識が求められます。 
そのために当社では、代理店業務開始時に当社の商品を理解していただくこと、代理店事務シス
テムの操作に習熟していただくこと、コンプライアンスを遵守していただくこと等について詳細
な研修を⾏います。 
さらに、代理店登録後も代理店研修を定期的に実施し、代理店教育に努めています。 

 

【代理店点検・監査】 

   代理店業務開始後も、法令に則った適切な業務を遂⾏できるよう、個別あるいは集合形式で業務
遂⾏に必要な知識やコンプライアンスについて研修、指導を⾏っております。 

また、代理店に対しては、業務を適正に遂⾏しているかどうかについての監査を⾏って法令等遵 
守状況や業務遂⾏状況の実態を把握し、業務適正化の指導を⾏っております。 

  

■ 商品パンフレット等による適切な保険商品のお勧めと補償内容説明と意向確認 
■ 重要事項説明書に基づく「契約概要」、「注意喚起情報」の説明 
■ 保険料の領収、返還、保管ならびに精算 
■ 保険料領収証の発⾏・交付 

保険契約の変更・解除等の申し出の受付（ただし、保険業法第 309 条に定める保険契約の
申し出の撤回または解除の申し出の受付を除く） 

■ 保険の⽬的（対象）の調査 
■ 保険契約の維持・管理に関連する事項 
■ 保険事故発⽣時の受付、被保険者への保険⾦請求⼿続きの援助等 
■ その他保険募集に必要な事項で当社が特に指⽰した業務 
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事故が発⽣した際は、速やかに下記の当社事故受付センターまでご連絡ください。当社の専⾨担当者
が 24 時間 365 ⽇ 無休で受付のうえご対応させていただきます。 
当社は、迅速な事故対応と速やかな保険⾦のお⽀払いが保険商品の品質の要であるとの認識のもと、
事故に遭われたお客様にご安⼼いただけるよう万全のサポートに努めております。 

  

３．保険⾦のお⽀払いについて 
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Ⅳ．主要な業務に関する事項                          
 
 
 

新型コロナウイルス感染拡⼤の影響は 2022 年度に⼊っても解消しきらない状況でしたが、中旬以降
次第に落ち着きを⾒せ始め企業の転勤や学⽣の下宿需要が戻ってくるなど不動産賃貸市場にも少な
からず明るい兆しが出てきています。こうした環境のなか開業８年⽬を迎えた当社は、引き続き出資
⺟体である全⽇本不動産協会グループの「⼀般社団法⼈全国不動産協会（略称︓ＴＲＡ）」により全⾯
的な⽀援を受けながら、順調に事業運営を⾏いました。 
ＴＲＡの会員を代理店とする販売網の拡⼤について、各種の施策を実施した結果、新たに代理店を
368店開設し、当期末総計で3,330店の募集体制を構築、契約締結件数で78,142件（対前年118.7％）、
元受収⼊保険料は 1,254,948 千円（対前年 119.2％）という⼤きな成果につながりました。このよ
うに 2022 年度は販売網・営業挙績共に好調に推移し、決算においても最終的に経常利益 29,089 千
円、当期純利益 27,688 千円となりました。ソルベンシー・マージン⽐率もさらにＵＰして 1066.0％
となりました。詳細については以降の指標をご確認ください。 

 
 
 
 

（単位︓千円） 
  2020 年度 2021 年度 2022 年度 

元受収⼊保険料 890,358 1,052,531 1,254,948 
経常収益 1,673,214 1,931,618 2,295,123 
経常利益 4,704 △7,077 29,089 
当期純利益 1,489 △7,136 27,689 
資本⾦ 200,000 200,000 200,000 
発⾏済株式総数 2,000 株 2,000 株 2,000 株 
純資産額 81,300 74,164 101,853 
保険業法上の純資産額※ 93,085 88,228 118,646 
総資産額 237,278 334,019 599,375 
責任準備⾦残⾼ 58,670 69,385 132,396 
有価証券残⾼ - - - 
ソルベンシー・マージン⽐率 1,201.4% 1,044.4% 1,066.0% 
配当性向 - - - 
従業員数 17 17 18 
正味収⼊保険料 84,531 99,656 119,395 

 
※保険業法上の純資産とは、保険業法施⾏規則 211 条の 8 第 1 項の規定に基づき、貸借対照表上の 

純資産の部の⾦額に異常危険準備⾦及び価格変動準備⾦の額を加えたものです。 
 

１．直近の事業年度（2022 年度）における業務の概況 

２．直近の３事業年度における主要な業務の状況を⽰す指標 
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❶主要な業務の状況を⽰す指数 

（単位︓千円） 
区   分 種 ⽬ 2021 年度 2022 年度 

正味収⼊保険料 
（元受正味保険料－⽀払再保険料）  

⽕災保険 99,656 119,395 

元受正味保険料 
（元受保険料－（元受解約返戻⾦＋元受その他返戻⾦）） 

⽕災保険 996,566 1,193,957 

⽀払再保険料 
（再保険料－（再保険返戻⾦＋再保険その他返戻⾦）） 

⽕災保険 896,910 1,074,562 

保険引受利益 
（保険引受収益－保険引受費⽤） 

⽕災保険 △7,077 29,089 

正味⽀払保険⾦ 
（元受正味保険⾦－出再正味保険⾦） 

⽕災保険 18,418 19,963 

元受正味保険⾦ 
（元受保険⾦－元受保険⾦戻⼊） 

⽕災保険 184,180 199,635 

回収再保険⾦ ⽕災保険 165,762 179,671 

 
 
❷保険契約に関する指標 

（単位︓千円） 
区   分 種 ⽬ 2021 年度 2022 年度 

契約者配当⾦の額 ⽕災保険 該当ありません 
正味損害率 
（（正味⽀払保険⾦＋損害調査費）÷正味収⼊保険料） 

⽕災保険 18.5% 16.7% 

正味事業費率（正味事業費÷正味収⼊保険料） ⽕災保険 78.4% 4.0% 
コンバインド・レシオ（合算率） 
（正味損害率＋正味事業費率）  

⽕災保険 96.9% 20.7% 

損害率（出再控除前） ⽕災保険 18.5% 16.7% 
事業費率（出再控除前） ⽕災保険 74.3% 67.9% 
合算率（出再控除前） ⽕災保険 92.8% 84.6% 
出再を⾏った再保険会社の数※① ⽕災保険    1 社     1 社 
出再保険料の上位 5 社の割合※② ⽕災保険 100% 100% 
出再保険料の格付ごとの割合 ⽕災保険 A+ 100％ A+ 100％ 
未収再保険⾦の額 ⽕災保険 - - 

※①出再先︓あいおいニッセイ同和損害保険株式会社（保険財務⼒格付区分 S&P A+）  
※②再保険の種類︓⽐例再保険（保険⾦額の 90%） 
 

３．直近の２事業年度における主要な業務の状況を⽰す指標 
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❸経理に関する指標 
【⽀払備⾦の額及び責任準備⾦の額等】 

（単位︓千円） 
区   分 種  ⽬ 2021 年度 2022 年度 

⽀払備⾦の額※① ⽕災保険 9,043 11,729 
責任準備⾦の額※② ⽕災保険 69,385 132,396 
貸倒引当⾦/期末残⾼/期中の増減額/貸付⾦償却の額 - - 
利益準備⾦及び任意積⽴⾦   - - 
事業費（損害調査費含む）   740,557 810,257 

※①⽀払備⾦は、元受契約における普通⽀払備⾦及び既発⽣未報告損害からそれに係る再保険契約に
基づく出再分を控除したものです。 

※②責任準備⾦は、元受契約における普通責任準備⾦及び異常危険準備⾦からそれに係る再保険契約
に基づく出再分を控除したものです。 

 
【損害率の上昇に対する経常利益⼜は経常損失の額の変動】 

（単位︓千円） 

 
❹資産運⽤に関する指標 
【資産運⽤の概況】 

（単位︓千円） 

区  分 
2021 年度 2022 年度 

⾦ 額 構成⽐ ⾦ 額 構成⽐ 

現預⾦ 169,184 50.7% 231,885 38.7% 

⾦銭信託 - - - - 

有価証券 - - - - 

運⽤資産計 169,184 50.7% 231,645 38.6% 

総資産 334,019 100％ 599,374 100％ 

（海外投資、有価証券投資、貸付⾦に関する指標は該当有りません。） 
 

損害率上昇のシナリオ  発⽣損害率が１％上昇したと仮定。 

計算⽅法  発⽣損害額の増加額＝既経過保険料×１％ 

経常利益の減少額 
2021 年度 2022 年度 

9,122 10,933 
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【利息配当収⼊の額及び運⽤利回り】 

（単位︓千円） 

区   分 2021 年度 2022 年度 

資産運⽤の概況 現預⾦のみ 現預⾦のみ 

利息配当収⼊の額 1 1 

利息配当の運⽤利回り 0.0003% 0.0007％ 

有形固定資産及び有形固定資産合計の残⾼ 1,875 1,266 

（海外投資、有価証券投資、貸付⾦に関する指標は該当有りません。） 
 
 
❺特別勘定に関する指標 
 該当ありません。 
 
 
❻責任準備⾦の残⾼ 

（単位︓千円） 

区  分 普通責任準備⾦ 異常危険準備⾦ 契約者配当準備⾦等 合  計 

⽕災保険 115,603 16,793 - 132,396 

その他の保険  0 0 - 0 

合 計 115,603 16,793 - 132,396 
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❶計算書類 
【貸借対照表】 

（単位︓千円） 

科 ⽬ 2021 年度 2022 年度 科 ⽬ 2021 年度 2022 年度 

（資産の部）  （負債の部） 

現⾦及び預貯⾦ 169,184 231,885 保険契約準備⾦ 78,427 144,125 

 現⾦ 189 240  ⽀払備⾦ 9,043 11,729 

 預貯⾦ 168,994 231,646  責任準備⾦ 69,385 132,396 

有形固定資産  1,875 1,266 代理店借 12,035 9,116 

 器具備品 1,875 1,266 再保険借 89,947 250,413 

 リース資産 0 0 その他負債 79,445 93,867 

無形固定資産 40 28  未払法⼈税等 349 12,252 

 商標権 40 28  預り⾦ 34,509 40,943 

 ソフトウェア  0 0  リース債務 1,344 1,001 

代理店貸 48,905 65,883  未払⾦ 43,243 39,671 

その他資産 6,952 6,821 負債の部合計 259,854 497,522 

 ⽴替⾦ 0 0   （純資産の部） 

 未収⼊⾦ 622 844 資本⾦ 200,000 200,000 

 前払費⽤ 1,114 728 利益剰余⾦ △125,836 △98,147 

 貯蔵品 217 249  その他利益剰余⾦ △125,836 △98,147 

再保険貸 45,165 220,564    

繰延税⾦資産 40,898 51,927    

供託⾦ 21,000 21,000 純資産の部合計 74,164 101,853 

資産の部合計 334,019 599,375 負債・純資産の部合計 334,019 599,375 

４．直近の２事業年度における財産の状況を⽰す指標 
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【損益計算書】 
（単位︓千円） 

科   ⽬  2021 年度  2022 年度 

   経 常 収 益 1,931,618 2,295,123 

（保険料等収⼊） 1,931,101 2,295,034 

  保険料 1,052,531 1,254,948 

  再保険収⼊ 878,570 1,040,086 

（⽀払備⾦戻⼊益） 355 0 

（責任準備⾦戻⼊益） - - 

（資産運⽤収益） 1 1 

受取利息 1 1 

（その他経常収益） 162 88 

経 常 費 ⽤ 1,938,695 2,266,033 

（保険⾦等⽀払⾦） 1,187,423 1,390,079 

保険⾦ 184,180 199,635 

解約返戻⾦ 55,965 60,991 

再保険料 947,278 1,129,453 

（責任準備⾦等繰⼊額） 10,714 65,698 

⽀払備⾦繰⼊額 0 2,686 

責任準備⾦繰⼊額 10,714 63,012 

（事業費） 740,557 810,257 

販売費及び⼀般管理費 733,779 805,030 

税⾦ 5,923 4,607 

減価償却費 855 621 

保険業法第 113 条繰延資産償却費 0 0 

保険業法第 113 条繰延額（△） 0 0 

経 常 利 益 △7,077 29,089 

（特別損失） 0 0 

税引前当期純利益 △7,077 29,089 

法⼈税等 644 12,429 

法⼈税等調整額 △584 △11,028 

当 期 純 利 益 △7,136 27,689 
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【株主資本等変動計算書】 
 

■ 前年度（⾃ 2021 年 4 ⽉ 1 ⽇ ⾄ 2022 年 3 ⽉ 31 ⽇） 
（単位︓千円） 

  

株主資本 

純資産合計 
資本⾦ 

利益剰余⾦ 

株主資本合計 その他利益剰余⾦ 

繰越利益剰余⾦ 

当期⾸残⾼ 200,000 △118,700 81,300 81,300 

新株の発⾏ - - - - 

当期純利益 - △7,136 △7,136 △7,136 

当期変動額合計 - △7,136 △7,136 △7,136 

当期末残⾼ 200,000 △125,836 △125,836 74,164 

 
■ 当年度（⾃ 2022 年 4 ⽉ 1 ⽇ ⾄ 2023 年 3 ⽉ 31 ⽇） 

（単位︓千円） 

  

株主資本 

純資産合計 
資本⾦ 

利益剰余⾦ 

株主資本合計 その他利益剰余⾦ 

繰越利益剰余⾦ 

当期⾸残⾼ 200,000 △125,835 74,164 74,164 

新株の発⾏ - - - - 

当期純利益 - 27,688 27,688 27,688 

当期変動額合計 - 27,688 27,688 27,688 

当期末残⾼ 200,000 △98,146 △98,146 101,853 
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【キャッシュ・フロー計算書】 
（単位︓千円） 

科  ⽬ 2021 年度 2022 年度 
営業活動によるキャッシュ・フロ-     
  税引前当期純利益 △7,077 29,089 
  減価償却費 855 621 
  保険業法第 113 条繰延資産償却費 - - 
  ⽀払備⾦の増加額（△は減少） △355 2,686 
  責任準備⾦の増加額（△は減少） 10,714 63,012 
  契約者配当準備⾦繰⼊額 - - 
  退職給付引当⾦の増加額（△は減少） - - 
  役員退職慰労引当⾦の増加額（△は減少） - - 
  価格変動準備⾦の増加額（△は減少） - - 
  利息及び配当⾦等収⼊ △1 △1 
  有価証券関係損益（△は益） - - 
  ⽀払利息 - - 
  為替差損益（△は益） - - 
  有形固定資産関係損益（△は益） - - 
  代理店貸の増加額（△は増加） △13,700 △16,978 
  再保険貸の増加額（△は増加） △44,862 △175,399 
  その他資産（除く投資活動関連、財務活動関連）の増減額

（△は増加） △4,393 130 
  代理店借の増加額（△は減少） △2,022 △2,919 
  再保険借の増加額（△は減少） 89,947 160,466 
  その他負債（除く投資活動関連、財務活動関連）の増減額

（△は減少） 6,322 2,862 
  その他  - - 
    ⼩       計 35,429 63,569 
  利息及び配当⾦等の受取額 598 1 
  利息の⽀払額   - - 
  契約者配当⾦の⽀払額 - - 
  その他   △343 △343 
  法⼈税等の⽀払額   △1,467 △525 
 営業活動によるキャッシュ・フロ- 33,620 62,702 
投資活動によるキャッシュ・フロ-   
  預貯⾦の純増減額（△は増加） - - 
  有価証券の取得による⽀出 - - 
  有価証券の売却・償還による収⼊ - - 
  保険業法第 113 条繰延資産の取得による⽀出 - - 
  その他   - - 
 投資活動によるキャッシュ・フロ- - - 
財務活動によるキャッシュ・フロ-   
  借⼊れによる収⼊   - - 
  借⼊⾦の返済による⽀出 - - 
  社債の発⾏による収⼊ - - 
  社債の償還による⽀出 - - 
  株式の発⾏による収⼊ - - 
  ⾃⼰株式の取得による⽀出 - - 
  配当⾦の⽀払額   - - 
  その他   - - 
 財務活動によるキャッシュ・フロ- - - 
現⾦及び現⾦同等物に係る換算差額 - - 
現⾦及び現⾦同等物の増減額（△は減少） 33,620 62,702 
現⾦及び現⾦同等物期⾸残⾼ 135,564 169,184 
現⾦及び現⾦同等物期末残⾼ 169,184 231,885 
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【個別注記表】（⾃ 2022 年 4 ⽉ 1 ⽇ 〜 ⾄ 2023 年 3 ⽉ 31 ⽇） 
 
１． 重要な会計⽅針 

(1) 資産の評価基準及び評価⽅法 
該当なし。 

(2) 固定資産の減価償却の⽅法 
有形固定資産  法⼈税法の規定による定額法、ただし、⼯具器具備品は定率法 
無形固定資産  法⼈税法の規定による定額法 
リース資産（所有権移転外） リース期間を耐⽤年数とし、残存価額を零とする 
定額法 

(3) 引当⾦の計上基準 
貸倒引当⾦ 

該当なし。 
賞与引当⾦ 

該当なし。 
退職給付引当⾦ 

該当なし。 
(4) その他計算書類の作成のための基本となる重要事項 

① リース取引の処理⽅法 
リース取引に関する会計基準を適⽤し通常の売買取引に係る会計処理によっています。 

② 消費税等の会計処理 
消費税等の会計処理は、税込⽅式によっています。 
 

2． 貸借対照表に関する注記 
(1) 有形固定資産の減価償却累計額 ・・・・・・・・・・ 2,509 千円 
(2) 無形固定資産の減価償却累計額 ・・・・・・・・・・ 1,591 千円 
(3) 関係会社に対する⾦銭債権及び⾦銭債務 

未払⾦・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 35,760 千円 
(4) ⽀払備⾦の内訳 

⽀払備⾦(出再⽀払備⾦控除前)         104,133 千円 
同上にかかる出再⽀払備⾦           93,719 千円 

―――――――――――――――――――――――――――――― 
差引                     10,413 千円 
IBNR ⽀払備⾦(出再 IBNR ⽀払備⾦控除前)    13,152 千円 
同上にかかる出再⽀払備⾦                     11,836 千円 

―――――――――――――――――――――――――――――― 
差引                                          1,315 千円 

―――――――――――――――――――――――――――――― 
計                                           11,728 千円 

(5) 責任準備⾦の内訳 
普通責任準備⾦(出再責任準備⾦控除前)         653,808 千円 
同上にかかる出再責任準備⾦                   588,427 千円 

―――――――――――――――――――――――――――――― 
差引                                          65,380 千円 
初年度収⽀残による普通責任準備⾦       50,222 千円 
異常危険準備⾦                                16,793 千円 

―――――――――――――――――――――――――――――― 
計                                           132,396 千円 

(6) 保険業法第 113 条繰延資産 
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保険業法第 272 条の 18 において準⽤する同法第 113 条繰延資産償却額の計算は定款の規定に
基づいて⾏っております。 

 
3． 損益計算書に関する注記 

(1) 関係会社との取引⾼ 
営業取引による取引⾼・・・・・・・・・・・・・ 35,760 千円 

(2) 正味収⼊保険料・・・・・・・・・・・・・・・・・ 119,395 千円 
(3) 正味⽀払保険⾦・・・・・・・・・・・・・・・・・  19,963 千円 
(4) ⽀払備⾦繰⼊額 

⽀払備⾦繰⼊額(出再⽀払備⾦控除前)             23,659 千円 
同上にかかる出再⽀払備⾦繰⼊額                 21,293 千円 

―――――――――――――――――――――――――――――― 
差引                                            2,365 千円 
IBNR ⽀払備⾦繰⼊額(出再 IBNR ⽀払備⾦控除前)  3,199 千円 
同上にかかる出再⽀払備⾦繰⼊額                  2,879 千円 

―――――――――――――――――――――――――――――― 
差引                                              319 千円 

―――――――――――――――――――――――――――――― 
計                                              2,685 千円 

(5) 責任準備⾦繰⼊額 
普通責任準備⾦繰⼊額(出再責任準備⾦控除前)    100,594 千円 
同上にかかる出再責任準備⾦繰⼊額               90,534 千円 

―――――――――――――――――――――――――――――― 
差引                                           10,059 千円 
初年度収⽀残による普通責任準備⾦繰⼊額     50,222 千円 
異常危険準備⾦繰⼊額               2,730 千円 

―――――――――――――――――――――――――――――― 
計                                             63,011 千円 

(6) 利息及び配当⾦収⼊の資産源泉別内訳 
預貯⾦利息・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・      1 千円 
 

4． 税効果会計に関する注記 
普通責任準備⾦                   14,062 千円 
未払事業税                                            69 千円 
⼀括償却資産                      29 千円 
繰越⽋損⾦                                         33,064 千円 
異常危険準備⾦                   4,702 千円 
―――――――――――――――――――――――――――――― 
繰延税⾦資産合計                                   51,926 千円 

 
5． ⾦融商品の時価等に関する注記 

(1) ⾦融商品の状況に関する事項 
当社は、資⾦運⽤については短期的な預貯⾦に限定しております。 

(2) ⾦融商品の時価等に関する事項 
令和 5 年 3 ⽉ 31 ⽇における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については次のとおり。 

貸借対照表計上額      時価           差額 
① 現⾦及び預⾦           231,885 千円    231,885 千円      ― 
② 代理店貸               65,883 千円     65,883 千円       ― 
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（注）⾦融商品の時価の算定⽅法に関する事項短期的に決済されるため、時価は帳簿価格にほぼ等しい
ことから当該帳簿価格による。 

 
6． 1 株当たり情報に関する注記 

(1) 1 株当たり純資産額・・・・・・・・・・・・   50,926 円 40 銭 
(2) 1 株当たり純利益・・・・・・・・・・・・・  13,844 円 42 銭 
 

7． 重要な後発事象に関する注記 
該当なし。 
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❷保険⾦等の⽀払い能⼒の充実の状況（ソルベンシー・マージン⽐率） 
（単位︓千円） 

項  ⽬ 2021 年度 2022 年度 

（1） ソルベンシー・マージン総額 88,228 118,646 

 ①  純資産の部の合計額（繰延資産等控除後の額） 74,164 101,853 

 ②  価格変動準備⾦ 0 0 

 ③  異常危険準備⾦ 14,063 16,793 

 ④ ⼀般貸倒引当⾦ 0 0 

 
⑤ その他有価証券評価差額（税効果控除前） 

（99％⼜は 100％） 
0 0 

 ⑥ ⼟地の含み損益（85％⼜は 100％） 0 0 

 ⑦ 契約者配当準備⾦の⼀部（除、翌期配当所要額） 0 0 

 ⑧ 将来利益 0 0 

 ⑨ 税効果相当額 0 0 

 ⑩ 負債性資本調達⼿段等 0 0 

   
告⽰（第 14 号）第２条第３項第５号イに 
掲げるもの（⑩（a）） 

0 0 

   
告⽰（第 14 号）第２条第３項第５号ロに 
掲げるもの（⑩（b）） 

0 0 

（2） リスクの合計額√[Ｒ1
2+Ｒ2

2]+Ｒ3+Ｒ4 16,895 22,258 

 保険リスク相当額   11,387 14,081 

   Ｒ1 ⼀般保険リスク相当額 8,957 10,798 

   Ｒ4 巨⼤災害リスク相当額  2,429 3,284 

 Ｒ2 資産運⽤リスク相当額   10,509 14,546 

    価格変動等リスク相当額 0 0 

    信⽤リスク相当額 1,690 2,316 

    ⼦会社等リスク相当額 0 0 

    再保険リスク相当額 8,367 10,024 

    再保険回収リスク相当額 452 2,206 

 Ｒ3 経営管理リスク相当額  657 859 

（3） ソルベンシー・マージン⽐率 （1）/｛（1/2）×（2）｝ 1,044.4% 1,066.0% 
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